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69 将軍足利家の肖像画にみえる服飾

近
代
以
前
の
服
飾
は
身
分
階
級
や
地
位
を
明
示
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
中
枇
の
公
家
杜
会
で
は
公
服
の
絹
の
束
帯
・
衣

冠
が
位
に
よ
り
色
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
中
世
の
武
家
社
会
で
は
、
元
来
は
庶
民
・
武
士
の
衣
服
で
あ
っ
た
麻
の
直
垂
が
室
町
時
代
に
正

装
と
な
り
、
ま
た
、
庶
民
階
級
で
は
麻
の
小
袖
を
着
用
し
て
い
た
。
絹
は
上
流
社
会
の
衣
料
で
、
中
国
か
ら
絹
織
物
や
原
料
の
生
糸
が
多

く
輸
入
さ
れ
、
蜀
江
錦
の
よ
う
な
高
級
舶
来
品
の
絹
織
物
は
時
の
権
力
者
の
権
威
・
富
を
顕
ホ
す
る
手
段
に
も
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
戦

国
時
代
に
は
朝
鮮
か
ら
木
綿
が
輸
入
さ
れ
て
普
及
し
、
木
綿
の
栽
培
も
各
地
に
広
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
服
飾
・
衣
料
は
身
分
階
級
・
地

位
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
衣
料
・
織
物
の
流
通
に
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
易
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

中
軋
に
描
か
れ
た
肖
像
画
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
画
像
の
服
飾
に
関
し
て
は
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が

あ
る
。
二
木
謙
一
氏
は
着
衣
で
肖
像
画
を
読
み
解
く
こ
と
の
重
要
さ
を
提
唱
し
て
お
り
、
肖
像
画
を
解
明
す
る
た
め
に
は
そ
の
服
飾
を
分

析
し
て
読
み
解
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
室
町
幕
府
将
軍
足
利
家
の
肖
像
画
に
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
氏
が
足
利
尊
氏
か
ら
足
利
義
尚
ま

で
の
月
像
画
を
紹
介
し
て
記
録
と
照
合
し
て
い
る
が
、
服
飾
に
関
し
て
は
着
用
し
て
い
る
衣
服
を
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

は
じ
め
に

将
軍
足
利
家
の
肖
像
画
に
み
え
る
服
飾

ー
桐
紋
と
金
襴
ー

菅
原
正
子
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足
利
家
の
家
紋

11 

き
分
け
て
い
る
。

将
軍
足
利
家
の
肖
像
圃
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
描
か
れ
て
い
る
服
飾
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
分
析
・
考
察
さ
れ
て
い
な

将
軍
足
利
家
の
肖
像
圃
に
描
か
れ
た
服
飾
に
つ
い
て
は
注
目
し
た
い
点
が
一
．
点
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
家
紋
の
桐
を
文
様
と
し
た

服
飾
、
②
室
町
時
代
の
日
本
で
は
ま
だ
織
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
金
襴
、

の
一
点
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
て
い
な
い
と
息

わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
関
連
す
る
諸
史
料
を
用
い
て
者
察
し
、
こ
れ
ら
の
服
飾
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
究
明
す
る
。

考
察
の
対
象
と
し
た
足
利
家
の
肖
像
圃
は
、
主
に
足
利
義
満
・
満
詮
・
義
教
・
義
尚
で
あ
る

U

特
に
将
軍
家
で
初
め
て
生
前
に
大
臣
と
な

り
政
治
的
権
力
を
掌
握
し
た
足
利
義
満
は
、
桐
紋
・
桐
唐
草
文
の
衣
服
と
金
襴
の
袈
裟
を
ま
と
っ
て
独
自
性
を
発
揮
し
、
弟
満
詮
や
子
の

義
教
に
も
影
響
を
及
ほ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
肖
像
画
に
み
え
る
服
飾
を
通
し
て
将
軍
足
利
家
の
権
威
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
な

お
本
論
文
で
は
、
桐
の
文
様
と
し
て
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た
広
い
忍
味
の
「
桐
＇
又
」
と
、
家
紋
の
文
梯
で
あ
る
「
桐
紋
」
と
を
書

桐
文
の
家
紋

足
利
家
の
家
紋
と
し
て
は
桐
紋
と
二
引
両
が
あ
り
、
通
説
で
は
桐
紋
は
足
利
杓
氏
が
犬
，
見
か
ら
拝
釦
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

と
な
っ
た
史
料
が
、
永
正
八
年
(
-
五
―
-
)
成
立
の
斎
藤
利
綱
＂
者
『
家
中
竹
馬
品
』
に
み
え
る
次
の
一
節
で
あ
る
。

一
、
草
木
の
化
を
も
葉
を
も
立
て
い
る
に
立
様
口
伝
有
、
桐
の
葉
は
立
べ
か
ら
ず
、
公
力
様
の
御
紋
た
る
故
也
、
縦
子
細
を
し
ら
で

[□
rL
利
杓
氏
｝

内
裏
様
の
御
紋
な
り
、
等
持
院

立
る
人
布
と
も
い
る
事
不
后
円
レ
有
、
今
案
、
菊
花
を
も
射
ま
じ
き
＃
也
、
其
謂
は
柑
と
桐
と
は

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
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前
夜
炒
、
以
桐
股
捐
天
下
、
乃
分
丑
芸
片
屑
、
着
一
之
甲
衣
之
卜

条
に
は
、
桐
紋
の
別
の
由
来
を
記
し
て
い
る
。

三
瓶
原
、
将
軍
未
出
師
之
時
、
入
一
海

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
立
花
の
口
伝
で
は
桐
は
将
軍
家
の
家
紋
で
あ
る
の
で
立
て
て
は
い
け
な
い
と
し
、
桐
紋
は
尊
氏
が
天
皇
の
紋
を
拝
領

し
か
し
、
こ
れ
よ
り
も
約
半
恨
紀
前
に
書
か
れ
た
東
福
寺
の
僧
太
極
の

H
記
『
碧
山
日
録
』
寛
正
元
年
(
-
四
六

0
)
九
月
二
十
一
日

南
帝
之
孫
太

f
大
塔
太

f‘

袢
緊
凶
賊
拠
二
笠
置
之
瞼
、
将
軍
帷
氏
奉
レ
刃
叩
出
師
、
陣

>
‘
>
ヽ

住
山
礼
解
脱
之
像
、
尋
欲
レ
見
一
上
人
随
身
之
具
、
衆
僧
出
レ
之
、
中
布
木
履
一
及
、
以
桐
木
叩
り
レ
造
也
、
将
軍
喜
曰
、
予

家
紋
、

H
表
展
二
歯
為
二
劃
、
謂
之
二
引
両
一
云
、

、
遂
平
レ
敵
以
執
天
下
之
柄
也
、
自
レ
是
以
一
一
桐
葉
為

こ
の
記
事
は
飢
日
の
一
ー
ト
日
条
に
貞
慶
（
解
脱
上
人
）
が
笠
置
に
隠
枕
し
た
坪
由
等
の
逸
話
を
記
し
た
こ
と
に
因
ん
で
書
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
後
醍
醐
天
皇
の
孫
大
塔
宮
太
子
が
笠
置
山
に
た
て
こ
も
り
、
尊
氏
が
火
皐
の
詔
に
よ
り
出
陣
し
た
時
、
海
住
山
で
貞
慶
が
身

に
付
け
た
桐
の
木
展
を
見
て
、
前
夜
に
桐
の
展
で
天
下
を
取
っ
た
夢
を
み
た
と
し
て
喜
び
、
そ
の
片
屑
を
鈴
に
付
け
て
勝
利
し
た
こ
と
に

よ
り
桐
を
家
紋
に
し
、
殷
の
一
ぷ
困
を
一
一
引
両
の
紋
に
し
た
と
し
て
い
る
。

沼
川
頼
輔
氏
は
、
砂
忍
直
山
の
大
塔
宮
を
尊
氏
が
討
っ
た
と
い
う
こ
と
は
正
史
に
み
ら
れ
ず
、
ま
た
足
利
氏
の
二
引
両
の
家
紋
は
す
で
に

元
弘
一
一
佑
＇
（
一
三
て
：
―
-
）
に
は
み
ら
れ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
妄
説
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
は
ま
っ
た
く
の
妄
説
と
は
限
ら
な

い
。
こ
こ
に
み
え
る
「
南
帝
の
孫
大
塔
太
子
」
は
、
「
孫
」
と
あ
る
の
で
、
大
塔
宮
護
良
親

E

（
後
醍
醐
犬
皇
の
子
）

し
た
と
い
う
。

殿
御
時
、
桐
の
御
紋
を
ば
御
拝
領
あ
り
、
菊
も
其
恐
有
べ
き
欺

で
は
な
く
護
良
の
子

大
塔
若
宮
興
良
親
王
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
興
良
親

f
は
父
護
良
の
死
後
に
南
畿
内
等
で
も
宰
町
幕
府
軍
と
度
々
戦
っ
て

い
る
の
で
、
尊
氏
と
の
戦
い
も
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
桐
紋
は
尊
氏
の
時
に
足
利
家
の
家
紋
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
沼
田
氏
が
挙
げ
て
い
る
棚
紋
の
諸
史
料
で

『
太
平
記
』
等
に
は
桐
紋
が
足
利
家
の
家
紋
と
し
て
み
え
ず
、
前
掲
の

『
花
営
一
二
代
記
』
応
水
一
＾
卜
八
年
(

1

四
―
―
-
）
正
月
一
日
条
の
記
事
が
、
桐
紋
を
明
ら

元
日
に
諸
大
名
が
出
仕
し
た
時
に
、
将
軍
足
利
義
持
の
子
義
贔
は
白
地
に
紺
黄
の
桐
紋
を
染
め
た
直
垂
を
着
て
お
り
、
乗
馬
始
め
の
時

に
は
薄
紫
の
地
色
に
紺
色
の
桐
紋
を
染
め
抜
い
た
直
垂
を
着
て
い
た
。
家
紋
を
麻
の
直
畢
に
染
め
抜
い
た
衣
服
は
大
紋
と
呼
ば
れ
、
大
紋

の
発
生
の
時
期
に
つ
い
て
は
室
町
時
代
の
い
つ
頃
で
あ
る
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
い
の
記
事
で
義
贔
が
着
用
し
た
直
垂
は
大
紋
と
考

え
ら
れ
、
明
ら
か
に
桐
紋
を
家
紋
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
同
記
に
よ
れ
ば
、
義
贔
は
同
月
じ
日
に
は
薄
紫
の
地
色
に
濃
い
紫
色
の
桐
紋

の
直
垂
を
着
て
お
り
、
さ
ら
に
一
一
月
一
日
に
は
浅
黄
の
地
色
に
白
の
桐
紋
の
直
車
を
着
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
桐
紋
の
大
紋
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
同
記
で
は
義
満
・
義
持
が
桐
紋
の
直
垂
を
着
用
し
た
と
い
う
記
事
は
み
え
な
い
。

な
お
こ
れ
以
前
の
桐
紋
に
関
し
て
は
、
浄
土
寺
（
広
島
県
尾
道
市
）
所
蔵
の
足
利
尊
氏
圃
像
が
桐
唐
草
文
の
束
帯
を
着
用
し
て
い
る

C

し
か
し
、
生
前
に
大
臣
に
就
か
な
か
っ
た
尊
氏
が
抱
の
文
様
に
桐
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
（
後
述
）
、
こ
の
画
像
は
後
世
に

上
夫
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

足
利
家
の
家
紋
と
し
て
は
、

二
引
両
の
方
が
桐
紋
よ
り
も
早
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
。
『
太
平
記
』
巻
十
五
「
主
上
山
門
よ
り
還
幸
」

に
は
、
建
武
三
年
（
一
ニ
ニ
ニ
六
）
正
月
に
足
利
尊
氏
軍
が
新
田
義
貞
ら
の
軍
に
敗
れ
、
新
川
方
に
降
服
し
た
元
足
利
方
の
兵
た
ち
が
、
笠

印
の
紋
で
あ
る
足
利
氏
の
二
引
両
の
中
を
思
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
新
田
氏
の
一
引
両
に
苫
き
直
し
た
と
い
う
話
が
み
え
、
『
太
平
記
』
が
成
立

鴨
御
所
様
御
馬
被
召
始
、
御
方
ノ
御
直
垂
、
御
地
御
文
桐
紺

御
じ
卜
御
地
薄

紫
、
御
紋
桐
、

か
に
家
紋
と
認
識
し
て
い
た
早
い
時
期
の
史
料
で
あ
る
。

（

足

利

義

持

）

（

足

利

義

址

）

（
前
略
）
諸
人
名
御
所
様
御
方
、
御
所
様
御
台
へ
有
一
出
仕
、
御
方
御
所
様
御
直
畢
、
御
地
白
、

三
ヶ
日
ハ
坑
飯
出
仕
之
面
々
二

紋
桐
紺
黄
、
ハ
岬
為
帽
f
・
御
狩
衣
也
、

筆
者
が
得
た
史
料
と
し
て
は
、
次
に
掲
出
す
る

は
、
南
北
朝
期
の

『
碧
山
日
録
』
が
早
い
時
期
の
史
料
に
な
る
。
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書
字

，
 

↓
平

、
仔
共
ハ

一

方

一
引
両
は
新
田
家
、
二
引
両
は
将
軍
足
利
家
、
一
二
引
両
は
富
永
家
で
、
将
軍
が
一
一
．
引
両
を
旗
に
も
使
う
こ
と
が
あ
り
、

二

16)

そ
れ
は
一
度
富
永
氏
の
旗
を
借
り
て
以
来
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
富
永
氏
は
代
々
将
軍
家
の
御
旗
に
携
っ
た
三
河
出
身
の
奉
公
衆
で
、

同
年
八
月
二
十
七
日
に
将
軍
足
利
義
材
が
六
角
高
頼
征
伐
の
た
め
に
出
陣
し
た
時
に
は
富
永
五
郎
が
錦
御
旗
と
武
家
御
旗
を
運
ぶ
役
を
担

当
し
て
い
る
。
二
引
両
は
将
軍
足
利
家
が
守
護
大
名
ら
に
下
賜
し
た
武
家
御
旗
の
紋
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

足
利
家
の
家
紋
と
し
て
は
二
引
両
の
方
が
桐
紋
よ
り
も
主
要
な
正
式
な
紋
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。
寛
正
六
年
(
-
四
六
五
）
に
出
発
し
て
応
仁
一
一
年
（
成
化
四
年
、

,-
ー

人
明
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
品
載
が
あ
る
。

，
 

＇ ,＂T
 

一
、
進
貢
船
旗

勘
合
貿
易
の
進
貢
船
旗
に
は
「
日
本
国
進
貢
船
」
の
文
字
と
将
軍
足
利
家
の
引
両
と
桐
の
家
紋
が
書
か
れ
、
も
う
―
つ
の
幕
府
旗
に
も

将
軍
家
の
家
紋
の
引
両
と
桐
が
書
か
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
引
両
の
方
が
先
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
足
利
家
の
正
式
な
主
要
な
家
紋
は

二
引
両
の
方
で
あ
り
、
桐
紋
は
足
利
家
に
と
っ
て
は
副
次
的
な
家
紋
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば

御

紋

引

両

桐

日
本
国
進
貢
船

長
一
丈
三
尺

引

両

桐

御

紋

広
{
-
パ
タ
ハ
リ

し
た
南
北
朝
時
代
中
頃
に
は
二
引
両
が
足
利
家
の
家
紋
、

付
箱

一
四
六
八
）
に
入
明
し
た
時
の
記
録
『
戊
子

一
と
、
ひ
な
か
、
は
た
を
御
か
り
の
事
候
也
、
そ
の
と
き
よ
り
、

二
引
両
の
紋
が
足
利
家
の
旗
の
文
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
山
科
家
家
僕
大
沢
久
守
が
斯
波
義
敏
と
武
家
故
実
に
つ
い
て
話
を
し
た
内
容

を
書
き
留
め
た
『
山
科
家
礼
記
』
延
徳
三
年
(
-
四
九
一
）
四
月
ニ
ト
五
日
条
に
み
え
る
。

｛

引

両

）

（

新

田

殿

）

（

紋

）

（

富

水

）

一
ひ
き
り
や
う
ハ
に
ん
た
ん
と
の
、
御
も
ん
也
、
二
ひ
き
り
や
う
公
方
様
、
三
ひ
き
り
や
う
も
つ
か
う
ハ
と
ひ
な
か
、
も
ん
也
、
公

（
旗
）

方
様
は
た
に
も
つ
か
う
卜
候
也
、

日
明
勘
合
貿
易
で
幕
府
船
が
掲
げ
た
旗

一
引
両
が
新
田
家
の
家
紋
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
。
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源
姓
、
八
幡
太
郎
、
章
名
不
動
丸
、
或
源
太
、
従
四
位
下
、
陸
奥
守
、
号
金
伽
羅
殿
、
鎖
守
府
将
軍
、
後
冷
泉
院
依
レ
勅
、
父
頼

義
随
レ
兵
、
奥
州
之
安
陪
貞
任
誅
、
其
弟
宗
任
為
降
人
、
攻
戦
間
九
ヶ
年
、
其
後
藤
武
衡
・
家
衡
与
攻
戦
市
一
ニ
ヶ
年
、
康
平
・
治

暦
、
其
間
十
二
年
也
、
合
戦
討
勝
、
百
級
得

御
紋
、
五
七
桐
、
二
引
両
云
々
、
桐
者
根
本
安
家
之
紋
也
、
八
幡
殿
貞
仔
御
退
治
以
後
、
御
上
洛
之
時
、
依
レ
被
望
申
玉
_

I

賜
此
桐

二
引
両

一
万
五
千
余
、
天
喜
中
卜
洛
、
朽
褒
災
、
依
勅
命
、
五
七
桐
紋
免
許
、
故
当
家

r― -J 

I.. ---l 

両
と
桐
紋
を
源
義
家
の
時
に
家
紋
に
し
た
と
し
て
い
る
。

応
仁
元
年

（
一
四
六
七
）
ー
文
叫
一
年
(
-
四
七

0
)
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
見
閉
諸
家
紋
』

2

他
家
の
桐
紋

で
は
、
次
の
よ
う
に
―
―
引
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を
散
ら
し
た
直
垂
を
着
て
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

紋
云
々
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
幡
太
郎
義
家
は
奥
州
で
安
倍
貞
任
ら
を
討
っ
た
功
納
に
よ
り
、
元
来
は
安
倍
家
の
紋
で
あ
っ
た
桐
紋
を
懇
望
し
て

後
冷
泉
天
皇
か
ら
賜
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
以
下
に
は
、
こ
れ
ら
源
氏
の
紋
を
家
紋
と
す
る
家
と
し
て
、
吉
良
・
渋
河
・
石
橋
・
斯
波
・

細
川
・
畠
山
・
上
野
・
一
色
・
山
名
・
新
田
・
人
舘
・
仁
木
・
今
川
・
桃
井
•
吉
見
氏
を
挙
げ
て
い
る

C

し
か
し
、
も
し
義
家
が
一
一
引
両
と
桐
紋
を
源
氏
の
家
紋
に
し
た
な
ら
ば
、
源
頼
朝
と
足
利
高
氏
（
尊
氏
）
が
源
氏
の
旗
と
し
て
白
旅
を

揚
げ
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
源
氏
の
一
＾
引
両
・
桐
紋
の
源
義
家
起
源
説
は
後
世
に
作
ら
れ
た
逸
話
と
考

桐
紋
を
足
利
家
以
外
の
武
上
が
家
紋
と
し
て
使
用
し
た
例
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
戦
国
時
代
に
桐
紋
の
恒
垂
を
着
用
し
た
肖
像
画
が

残
さ
れ
て
い
る
の
は
岩
松
尚
純
・
斎
藤
義
竜
・
三
好
長
慶
・
蜂
須
賀
止
勝
で
、
こ
の
中
で
日
ら
桐
紋
を
用
い
て
い
る
の
が
岩
松
尚
純
・
斎

藤
義
竜
で
あ
る
。

岩
松
氏
は
清
和
源
氏
の
新
田
氏
の
支
流
で
、
上
野
日
新
田
荘
の
支
配
権
を
有
し
て
い
た
が
、
尚
純
の
頃
に
は
家
臣
横
瀬
氏
に
実
権
を
奪

わ
れ
、
尚
純
は
妻
（
佐
野
秀
綱
娘
）
方
の
下
野
国
佐
野
荘
に
応
居
し
た
。
尚
純
が
四
十
二
歳
（
数
え
年
）
の
時
の
文
亀
元
年
(
-
五

0
-
）

十
月
二
十
一
日
の
日
付
が
書
か
れ
た
忠
絵
の
自
圃
像
が
肯
蓮
寺
（
群
馬
県
太
田
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
両
像
で
尚
純
は
桐
紋

扇
藤
義
竜
の
肖
像
両
は
、
斎
藤
氏
の
菩
提
か
常
在
が
（
岐
戸
＇
県
岐
阜
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
画
に
は
没
し
た
永
禄
四
年
（
二
九
六

一
）
五
月
十
一
日
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
義
窺
の
死
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
肖
像
画
で
義
竜
は
桐
紋
の
大
紋
を
着

て
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
義
竜
は
斎
藤
道
三
の
＋
で
あ
る
が
、
実
は
義
竜
は
美
濃
国
守
護
上
岐
頼
芸
の
妾
が
妊
娠
し
た
ま
ま
道
三

に
嫁
い
で
牛
ま
れ
た
子
と
い
う
説
（
『
美
濃
国
諸
旧
記
』
）
が
あ
る
。
十
岐
氏
は
清
和
源
氏
で
あ
る
。
道
三
の
肖
像
画
も
常
在
寺
に
所
蔵
さ

え
ら
れ
る
。
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れ
て
い
る
が
、
道
一
一
一
は
立
波
紋
を
付
け
た
眉
衣
衿
を
着
て
い
る
。
道
一
二
は
松
波
氏
の
出
身
で
あ
る
の
で
、
こ
の
家
名
の
松
波
に
因
ん
で
波

紋
の
家
紋
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
竜
が
父
道
：
＾
一
の
立
波
紋
を
使
用
せ
ず
に
桐
紋
を
使
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
義
竜
は
土
岐
頼

芸
を
実
父
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、

三
好
長
慶
は
、
折
烏
帽

f
に
桐
紋
の
大
紋
を
着
用
し
た
同
じ
姿
の
肖
像
画
が
大
徳
ヒ
す
緊
光
院
（
京
都
市
）
と
南
家
寺
（
大
阪
府

堺
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

4

ご
好
氏
は
清
和
源
氏
の
小
笠
原
氏
の
支
流
で
あ
る
が
、
こ
の
桐
紋
は
永
禄
四
年
(
-
五
六
一
）
に
将
軍
足

利
義
輝
か
ら
許
可
さ
れ
た
紋
で
あ
っ
た
。
ま
た
蜂
須
賀
正
勝
は
、
天
正
十
四
年
（
／
几
八
六
）
の
没
後
間
も
な
い
日
付
の
肖
像
画
が
徳
島

市
立
徳
島
城
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
桐
紋
の
人
紋
を
着
て
い
る
。
蜂
須
賀
氏
も
清
和
源
氏
で
足
利
氏
の
支
流

で
あ
る
が
、
こ
の
桐
紋
は
足
利
義
昭
か
ら
拝
領
し
た
も
の
と
い
う
。

岩
松
尚
純
・
扇
藤
義
竜
は
桐
紋
の
直
垂
を
着
用
し
、
そ
れ
ら
は
将
軍
足
利
家
か
ら
与
え
ら
れ
た
紋
で
は
な
か
っ
た
。
両
者
は
桐
紋
を
足

利
家
と
［
じ
く
清
和
源
氏
の
家
の
紋
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
桐
紋
は
、
「
見
聞
諸
家
紋
』
に
み
え
る
よ
う
に
清
和
源
氏
の
家
で
共

有
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
次
第
に
足
利
家
の
家
紋
に
特
化
し
て
『
家
中
竹
馬
記
』
に
あ
る
よ
う
な
将
軍
家
へ
の
憚
り
が
生
じ
、
＾
：
好

長
慶
や
蜂
須
賀
正
勝
の
頃
に
は
将
軍
の
許
可
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

桐
は
犬
皇
が
着
用
し
た
黄
櫨
染
の
抱
の
桐
竹
鳳
凰
文
に
み
え
る
文
様
で
、
中
国
で
は
聖
王
の
黄
帝
が
即
位
す
る
時
に
鳳
凰
が
梧
桐
に
集

ま
っ
て
竹
の
実
を
食
べ
た
と
い
う
伝
説
（
『
韓
詩
外
伝
』
）
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。
桐
紋
が
犬
皇
家
か
ら
源
氏
や
足
利
停
氏
に
ド
賜
さ

れ
た
と
す
る
伝
説
が
生
じ
た
の
も
、
こ
の
火
凩
の
黄
櫨
染
の
抱
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
桐
紋
が
足
利
家
に
明

確
に
家
紋
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は
、
次
章
で
考
察
す
る
よ
う
に
足
利
義
満
の
時
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の

A
の

、
僧
綱
襟
の
付
い
た
、

の
あ

の
法
服

将軍足利家の肖像画にみえる服飾

の
絵
師
と
し

A
 c

 

B
 

A
 

(32) 

三
点
存
在
す
る
。

A
.
B

て
い
る
。

に
し
た
永
助
法
親
王

れ
た

皿

四）

日

の

の
禅
僧
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

、
同
二
年
六
月
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B
も
鹿
苑
寺
所
蔵
の
画
像
（
図
2
)
で
、
上
部
に
義
満
の
詠
歌
三
首
（
『新
後
拾
遺
和
歌
集
』
所
載
）
が
そ
れ
ぞ
れ
色
紙
形
の
中
に
書
か

(38
)
 

れ
て
お
り
、
旧
箱
の
表
に
貼
ら
れ
た
紙
に
は
「
和
歌
之
筆
者
飛
鳥
井
栄
雅
也
」
と
あ
る
。
栄
雅
は
飛
鳥
井
雅
親
の
法
名
で
、
足
利
義
政

・

中
国
の
ア
オ
ギ
リ
で
も
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。

そ
の
上
に
は
金
襴
の
袈
裟
と
横
被
（
袈
裟
と
一
対
で
右
肩
に
懸
け
る
）
を
着
け
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
袈
裟
と
横
被
の
文
様
に
つ
い
て
、

(36
)
 

赤
松
俊
秀
氏
は
金
泥
の
桐
花
文
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
見
た
限
り
で
は
少
な
く
と
も
日
本
の
キ
リ
の
葉
と
花
に
は
み
え
な
い
。
桐
に
は

二
種
類
が
あ
り
、
日
本
で
見
ら
れ
る
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
の
キ
リ
（
桐
、
白
桐
）
と
、
中
国
で
見
ら
れ
る
ア
オ
ギ
リ
科
の
ア
オ
ギ
リ
（
梧
桐
、

(37
)
 

青
桐
）
が
あ
り
、
日
本
と
中
国
で
は
桐
の
種
類
が
異
な
っ
て
い
る
。
A
の
袈
裟

・
横
被
の
文
様
は
日
本
の
キ
リ
で
は
な
い
と
確
信
す
る
が
、

屈 1 足利義満画像 （応永 15年道詮賛、土佐行広画）

（京都鹿苑寺所蔵）

図2 足利義満画像 （飛鳥井雅縁賛）

（京都鹿苑寺所蔵）
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と
あ
り
、
京
都
洛
下
の
町
人
が
「
錦
襴
」

義
尚
の
和
歌
・
蹴
鞠
の
師
範
を
務
め
、
延
徳
一
一
年
(
-
四
九

0
)
に
七
十
四
歳
で
没
し
た
。
赤
松
氏
は
、
こ
の
貼
紙
に
書
か
れ
た
「
栄
雅
」

は
「
宋
雅
」
（
雅
親
の
祖
父
飛
鳥
井
雅
縁
の
法
名
）
の
誤
り
と
し
て
お
り
、
現
在
で
は
飛
鳥
井
雅
緑
賛
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

B
の
肖
像
両
の
服
飾
は
、
僧
綱
襟
の
付
い
た
《
一
づ
桐
の
丸
文
の
あ
る
赤
色
の
法
服
（
抱
裳
）
を
着
て
、
そ
の

t
に
金
襴
の
袈
裟
・
横
被

を
着
け
て
い
る
。
こ
の
袈
裟
と
横
被
は
、
白
地
に
金
襴
の
牡
丹
の
唐
草
文
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

C

は
相
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
画
像
で
、
応
永
二
十
一
年
三
月
の
厳
中
周
園
（
相
国
寺
第
一
~
|
-
―
世
）
の
賛
が
あ
り
、
同
年
の
義
満

の
十
七
回
忌
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
禅
僧
の
頂
相
の
形
式
で
描
か
れ
、
義
満
は
沓
を
脱
い
で
曲
呆
に
座
し
て
い
る
。
服
装

は
黄
色
の
法
服
に
袈
裟
を
着
け
て
お
り
、
桐
の
文
様
は
み
え
な
い
。

A
.
B
の
義
満
の
月
像
画
は
、
桐
竹
文
ま
た
は
桐
文
の
あ
る
赤
色
の
抱
裳
の
法
服
を
着
て
金
襴
の
袈
裟
・
横
被
を
着
け
て
い
る
。
応
永

ら

42)

三
一
年
成
吃
の
高
倉
永
行
著
『
法
体
装
束
抄
』
で
は
、
法
服
の
赤
色
抱
裳
を
「
法
皇
・
竹
園
・
貴
人
、
晴
之
時
着
↓
給
之
―
」
と
し
て
お
り
、

法
皇
・
皇
族
・
貴
人
が
俄
式
等
の
時
に
着
る
装
束
で
あ
っ
た
。
特
に

A
の
桐
竹
文
の
抱
裳
に
関
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
成
立
の
中
院
通

方
著
『
飾
抄
』
や
室
町
時
代
の
三
条
西
実
陥
著
『
装
束
抄
』
に
、
窟
中
に
竹
桐
の
文
の
あ
る
赤
色
の
抱
は
太
上
天
皇
の
抱
と
あ
り
、

A
の

義
満
は
上
皇
が
用
い
る
よ
う
に
桐
竹
文
の
抱
を
身
に
着
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
金
襴
に
関
し
て
は
、
『
鹿
苑
日
録
』
文
禄
几
年
(
-
五
九
二
）
三
月
六
日
条
に
、

（
豊
臣
秀
次
）

（
前
略
）
特
殿
下
、
則
洛
下
町
人
錦
襴
一
尺
余
献
レ
之
、
蓋
始
而
織
出
云
々
、
各
々
奇
レ
之
、
吾
朝
如
レ
此
之
事
、
未
聞
レ
之
、

一
尺
を
初
め
て
織
り
出
し
て
関
白
豊
臣
秀
次
に
献
上
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
日
本
で
は
今
ま
で
間

い
た
こ
と
が
な
い
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
錦
襴
」
は
金
襴
と
解
釈
さ
れ
、
こ
の
文
禄
元
年
ま
で
に
日
本
で
は
（
少
な
く
と
も
京
都
で
は
）

金
襴
が
織
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
金
襴
は
金
糸
で
文
様
を
織
り
出
し
た
高
級
絹
織
物
で
、
中
国
の
宋
・
遼
・
金
の
頃
に
起

こ
り
元
の
卜
流
社
会
で
流
行
し
た
。
義
満
の
袈
裟
・
横
被
の
金
欄
は
中
国
製
の
高
級
舶
来
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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以
上
か
ら
、

A
.
B
の
画
像
の
義
満
は
、
上
皇
・
磨
族
と
同
様
に
赤
色
の
法
服
の
抱
裳
を
着
た
上
に
、
高
級
舶
来
品
の
金
襴
の
袈
裟
．

横
被
を
着
け
た
、
最
高
級
の
装
い
で
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て

A
で
は
抱
裳
に
上
皇
の
赤
色
の
抱
に
用
い
ら
れ
る
桐
竹
文
が
あ
し
ら
わ
れ

法
体
装
束
の
桐
文
と
金
襴

〉
内
は
文
様
。
袈
裟
の
欄
の
※
は
『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
六
年
五
月
―
一

□

日
条
に
依
る

足
利
義
満
の
法
体
装
束
に
つ
い
て
は
、
応
永
三
年
(
-
三
九
六
）
成
立
の
高
倉
永
行
著
『
法
体
装
束
抄
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
高
介

2
 

〔凡例〕装束の欄では扇・鞭の類は省略した
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表
『
法
体
装
束
抄
』
に
み
え
る
足
利
義
満
の
法
体
装
束

て
お
り
、
卜
皇
の
抱
に
近
い
抱
裳
を
着
て
い
た
。
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家
は
鎌
倉
時
代
中
期
頃
か
ら
装
束
・
衣
紋
を
家
業
と
し
た
ド
級
公
家
で
、
室
町
時
代
に
は
将
軍
足
利
家
の
装
束
に
携
っ
て
い
た
。
奥
書
に

よ
れ
ば
、
永
行
は
義
満
の
装
束
を
担
当
し
、
そ
れ
に
関
す
る
知
識
を
残
す
た
め
に
『
法
体
装
束
抄
』
を
著
し
た
と
い
う
。
永
行
は
、
『
法
体

装
束
抄
』
に
応
水
二
年
ー
同
一
二
年
の
目
パ
休
的
な
儀
式
に
お
け
る
義
満
の
装
束
を
所
々
に
記
し
、
裏
書
に
は
同
九
年
に
義
満
が
明
使
に
対
面

し
た
時
の
装
束
も
み
え
る
。
「
法
休
装
束
抄
』
に
書
か
れ
た
義
満
の
法
体
装
束
を
表
に
掲
出
す
る

欄
か
ら
独
立
さ
せ
て
欄
を
設
け
た
。
ま
た
、
な
る
べ
く
原
文
に
書
か
れ
て
い
る
字
を
記
人
し
た
。

こ
の
表
に
あ
る
よ
う
に
、
義
満
は
応
永
一
一
年
九
月
に
東
大
寺
戒
壇
院
で
受
戒
し
た
時
に
布
、
す
な
わ
ち
麻
の
法
服
・
袈
裟
を
着
け
て
い

る
。
こ
れ
は
『
法
体
装
束
抄
』
に
「
布
抱
裳
（
中
略
）
、
受
戒
の
人
又
は
如
法
経
導
師
等
着
レ
之
欺
」
と
あ
り
、
ま
た
「
平
袈
裟
事
」
の

「
布
」
に
「
薄
墨
布
、
法
服
之
時
懸
レ
之
」
と
あ
る
の
で
、
受
戒
の
時
は
麻
の
法
服
・
袈
裟
を
着
る
慣
例
が
あ
っ
た
こ
と
に
依
る
。

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
義
満
は
桐
の
文
様
の
あ
る
裟
袋
・
柏
・
白
張
単
・
法
服
・
袈
裟
を
着
用
し
て
い
る
。
そ
の
桐
の
文
様
に

は
、
桐
竹
文
、
桐
の
丸
文
、
桐
唐
草
文
な
ど
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
形
の
桐
文
が
み
ら
れ
る
。

応
永
九
年
に
唐
僧
、
す
な
わ
ち
日
明
勘
合
船
で
来
日
し
た
明
の
使
僧
と
対
面
し
た
時
の
桐
竹
遠
文
の
赤
色
法
服
は
、
河
上
繁
樹
氏
が
示

唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
鹿
苑
寺
所
蔵
の
圃
像
（
土
佐
行
広
画
）
（
図
l
)
に
描
か
れ
た
法
服
に
相
中
旦
9
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遠
文
と
は
、
文

切）

様
と
文
様
が
接
近
し
た
繁
文
と
は
逆
に
、
文
様
と
文
様
と
が
離
れ
て
い
る
文
様
で
、
壮
年
が
遠
文
を
用
い
た
と
い
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

桐
竹
文
は
上
皇
の
赤
色
の
抱
に
用
い
ら
れ
た
文
様
で
、
義
満
は
明
の
使
僧
と
北
山
第
で
対
面
し
た
時
に
、
こ
の
桐
竹
遠
文
の
赤
色
法
服
を

着
た
の
で
あ
る
。
義
満
は
後
円
融

t
皇
の
院
政
の
時
に
は
す
で
に
政
治
的
実
権
を
握
っ
て
お
り
、
明
徳
四
年
（
一
―
二
九
―
―
-
）
に
後
円
融
上

皇
が
没
し
た
後
、
義
満
は
卜
皇
に
代
わ
る
事
実
上
の
為
政
者
と
し
て
明
使
に
対
面
し
た
と
い
え
る
。

桐
竹
文
は
、
『
飾
抄
』
に
よ
れ
ば
、
犬
皇
が
着
用
す
る
黄
櫨
染
と
青
色
の
抱
に
竹
桐
・
鳳
凰
．
麒
麟
の
文
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
上
皇
が
着

用
す
る
赤
色
の
抱
に
は
窮
中
竹
桐
の
文
様
が
あ
り
、
天
皇
と
上
皇
の
服
飾
で
は
桐
と
竹
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
よ

（
表
）
。
な
お
、
表
で
は
袈
裟
を
装
束
の
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ル
、
也
、

う
に
中
国
で
は
、
黄
帝
の
即
位
の
時
に
鳳
凰
が
梧
桐
に
集
ま
っ
て
竹
の
実
を

ftべ
た
と
い
う
伝
況
に
よ
り
、
桐
と
竹
の
セ
ッ
ト
は
鳳
凰
と

聖
I
の
出
現
を
意
味
し
て
い
た
。
つ
ま
り
桐
竹
文
は
聖
王
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

義
満
が
桐
竹
文
を
用
い
た
時
に
は
、
こ
れ
ら
天
皇
・
上
皇
の
服
飾
の
文
様
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
満
が
応
永
二
年
六
月

に
出
家
す
る
以
前
で
は
、
伺
年
正
月
七
日
の
義
満
の
太
政
大
臣
拝
賀
の
時
に
抱
の
文
椋
が
桐
竹
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
有
職
抄
』
五
装
束

篇
上
「
抱
之
紋
之
事
」
に
み
え
る
。
義
満
は
前
年
の
十
二
月
二
十
五
日
に
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。

（

足

利

義

満

）

（

：

条

道

忠

）

応
永
二
年
正
月
七
日
、
鹿
苑
院
准
后
太
政
大
臣
拝
賀
ノ
時
、
抱
ノ
文
、
立
油
虞
・
竹
桐
ノ
間
、
柑
叶
フ
ヘ
キ
由
、
福
照
院
関
白
二

（ママ）

巾
合
ル
、
時
、
関
白
答
テ
云
、
立
涌
実
ハ
執
柄
晋
礼
著
用
珍
シ
カ
ラ
ス
、
桐
竹
俗
二
混
セ
サ
ル
欺
卜
云
々
、
初
テ
桐
竹
ヲ
用
ピ
ラ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
義
満
が
抱
の
文
様
に
つ
い
て
摂
関
家
の
一
＾
条
道
忠
（
満
甚
）
に
，
守
ね
た
と
こ
ろ
、
桐
竹
は
俗
と
混
合
し
な
い
の
で
は
、

と
の
返
答
が
あ
っ
た
た
め
、
桐
竹
文
を
用
い
た
と
い
う
。
三
条
西
実
隆
著
『
装
束
抄
』

の
「
抱
文
」
に
は
「
将
軍
家
乃
2
9

閏
竺
と
あ
り
、

将
軍
足
利
家
で
は
大
臣
就
任
以
後
に
桐
竹
文
を
用
い
る
と
し
て
い
る

C

足
利
家
で
は
、
作
氏
も
義
詮
も
死
後
に
左
大
臣
を
贈
ら
れ
て
お
り
、

生
前
に
大
臣
に
就
任
し
た
の
は
義
満
が
最
初
で
あ
っ
た
。
将
軍
家
の
抱
の
桐
竹
文
は
義
満
が
太
政
大
臣
拝
賀
の
時
に
始
め
た
こ
と
に
な

り
、
そ
こ
に
は
聖
王
に
通
じ
る
為
政
者
と
し
て
の
意
識
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
し

ま
た
、
義
満
は
竹
の
な
い
桐
文
を
他
者
に
先
ん
じ
て
衣
服
に
使
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
名
え
ら
れ
る
。
桐
は
単
独
の
文
様
と
し
て
は

平
安
時
代
に
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
の
美
術
工
芸
品
に
お
い
て
も
、
桐
は
竹
と
セ
ッ
ト
の
意
飩
と
し
て
用
い
ら
れ
、
鳳
凰
を

意
味
し
て
い
た
。
筆
者
は
衣
服
に
桐
の
文
様
が
み
え
る
文
献
史
料
を
博
捜
し
た
と
こ
ろ
、
応
水
元
年
十
二
月
|
七
日
に
足
利
義
持
が
元
服

し
て
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
時
に
、
元
服
前
に
着
用
し
た
直
衣
で
桐
唐
＂
早
文
の
柏
を
打
た
こ
と
が
三
条
西
実
降
著
『
装
束
抄
』
に
み

え
、
こ
れ
が
早
い
時
期
の
史
料
で
あ
る
。
同
書
に
は
粕
に
つ
い
て
「
文
ハ
将
軍
家
桐
唐
仇
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
応
永
元
年
十
二
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月
十
七

H
に
は
将
軍
足
利
家
の
柏
の
桐
唐
草
文
は
始
ま
っ
て
お
り
、
義
満
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

C

唐
草
文
は
公
家
装
束

の
抱
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
多
く
川
い
ら
れ
て
い
た
が
、
桐
の
唐
草
文
様
が
衣
服
等
に
川
い
ら
れ
た
事
例
は
、
管
見
の
限
り
で
は
将
軍
足
利

家
の
使
用
例
以
前
で
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
竹
と
セ
ッ
ト
で
は
な
い
単
独
の
文
様
の
桐
文
を
衣
服
に
用
い
た
の
は
義
満
の
時
と
思
わ
れ

『
法
体
装
束
抄
』
に
は
、
「
付
衣
事
」
の
「
香
薄
物
」
に
「
文
不
レ
詞
、
法
皇
・
竹
園
は
菊
、
摂
家
は
牡
丹
、
室
町
殿
は
桐
な
り
」
と
あ

り
、
香
簿
物
の
付
衣
（
略
式
の
法
衣
）

の
文
様
は
、
皇
族
は
菊
文
、
摂
関
家
は
牡
月
文
、
義
満
は
桐
文
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
前
掲
の
表

で
も
示
し
た
義
満
の
災
袋
（
法
休
装
束
の
表
着
で
僧
綱
襟
．
襴
が
付
い
て
い
る
）

に
「
文
、
法
爪
・
竹
園
は
菊
八
棄
、
其
外
は
家
々
文
不
レ
同
」
と
あ
る
の
で
、
義
満
の
衷
袋
の
桐
丸
文
は
「
家
々
文
」
に
相
当
し
、
桐
文

は
義
満
の
家
紋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
桐
文
は
義
満
に
よ
っ
て
衣
服
の
文
様
に
家
紋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
桐
唐
草

文
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
義
満
の
意
阿
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
表
の
袈
裟
の
欄
に
は
、
桐
唐
草
文
の
香
袈
裟
と
、
牡
月
唐
箪
文
の
金
襴
袈
裟
・
横
被
が
あ
る
。
「
香
」
は
香
色
の
こ

と
で
、
香
袈
裟
に
つ
い
て
は
『
法
体
装
束
抄
』

染
色
、
凡
人
僧
正
懸
レ
之
、
大
納
言
入
道
は
ゆ
る
さ
れ
て
着
レ
之
、
織
物
は
法
皇
・
竹
園
·
摂
家
懸
—
給
之
＼
凡
人
不
レ
懸
レ
之
、
室
町
殿
者

浮
織
物
有
御
懸
也
、
御
文
桐
固
圧
早
也
」
と
あ
り
、
最

t
級
の
身
分
の
者
が
着
用
し
た
袈
裟
で
あ
っ
た
。
義
満
は
浮
織
物
（
文
様
が
浮
い

た
綾
の
絹
織
物
）

の
「
五
帖
袈
裟
事
」
の
「
香
」
に
、
「
練
浮
織
物
、
又
墜
織
物
、
文
不
レ
同
、
せ
い
か
う
の

で
桐
唐
信
文
の
香
袈
裟
を
用
い
た
と
し
て
い
る

C

は
、
中
囚
で
府
用
さ
れ
た
「
織
金
」
の
襴
（
「
金
襴
」
）

る
3

の
桐
丸
文
に
関
し
て
、
『
法
体
装
束
抄
』

の
「
裟
袋
事
」

ま
た
金
襴
は
、
金
糸
で
文
様
を
織
り
出
し
た
絹
織
物
で
、
中
国
で
は
「
織
金
」
や
五
納
石
失
」
と
い
う

C

日
本
で
の
呼
称
の
「
金
襴
」

の
付
い
た
衣
服
や
、
「
金
襴
袈
裟
」
の
僧
服
が
由
来
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

金
襴
の
金
糸
に
は
、
①
金
箔
を
糊
．
膠
．
漆
な
ど
で
紙
に
貼
り
付
け
て
裁
断
し
糸
に
し
た
平
金
、
②
金
節
を
糸
に
巻
き
付
け
た
撚
金
、

の
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足
利
家
の
桐
紋
と
桐
唐
草
文

N 

製
法
が
界
な
る
一
一
種
類
が
あ
り
、
①
の
平
金
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
飢
迩
し
た
よ
う
に
、
金
襴
は
宋
・
遼
・
金
の
時
代
に
起
こ
り
冗
で
流

行
し
た
高
級
絹
織
物
で
、

H
本
で
は
文
禄
元
年
(
-
五
九
―
-
）
に
初
め
て
京
都
で
織
り
出
さ
れ
た
と
さ
れ
、
義
満
の
時
代
に
は
日
本
産
の

金
襴
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い

C

義
満
が
着
用
し
た
金
襴
の
袈
裟
・
横
被
の
文
様
は
牡
月
唐
草
文
で
あ
る
。
日
本
で
開
草
文
と
呼
ぶ
文
様

は
、
中
日
で
は
「
纏
枝
」
や
「
折
枝
」
と
い
い
、
唐
の
時
代
に
発
生
し
宋
の
時
代
に
は
多
く
が
花
草
等
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
発
展
し
た
。

ぶ

60)

な
か
で
も
牡
丹
は
出
世
・
富
貴
を
象
徴
す
る
吉
祥
文
と
さ
れ
、
元
・
明
の
時
代
に
は
牡
丹
唐
草
文
の
絹
織
物
が
流
行
し
た
。
義
満
の
金
襴

の
袈
裟
・
横
被
は
、
元
ま
た
は
明
で
織
ら
れ
た
金
襴
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

『
法
休
装
束
抄
』
に
よ
れ
ば
、
義
満
は
応
永
三
年
五
月
二
十
日
の
山
門
大
講
堂
供
養
日
杵
JAE
の
時
に
青
地
の
牡
丹
唐
草
文
の
金
襴
袈
裟
．

横
被
を
着
け
、
翌
―

-+-Hの
受
戒
の
時
に
は
白
地
に
牡
丹
文
様
の
金
襴
袈
裟
・
横
被
を
着
け
て
い
る
。
後
者
の
白
地
の
袈
裟
・
横
被
は

図
2
の
画
像
に
み
え
る
袈
裟
・
横
被
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
級
舶
来
晶
で
あ
る
義
満
の
牡
丹
文
様
の
金
欄
袈
裟
・
横
被
は
、
ま

さ
に
牡
丹
が
出
世
・
富
貴
を
象
徴
し
て
い
る
が
ご
と
く
、
義
満
が
掌
握
し
た
政
治
権
力
•
財
力
を
示
す
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。

桐
紋
と
桐
唐
草
文
の
継
承

こ
れ
ま
で
は
衣
服
に
み
え
る
桐
文
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
衣
服
以
外
の

L
芸
品
方
も
含
め
て
足
利
家
の
桐
紋
・
桐
唐
草
文
の
使
用

と
そ
の
継
承
に
つ
い
て
考
察
す
る
し
な
お
、
文
様
と
し
て
の
桐
文
も
家
紋
と
し
て
の
制
紋
も
、
桐
の
葉
と
花
で
構
成
さ
れ
て
い
る

C

将
軍
足
利
家
が
単
独
の
文
様
と
し
て
の
桐
文
を
衣
服
に
用
い
た
の
は
、
応
永
元
年
（
一

．．． 

九
四
）
十
二
月

t
七
日
に
足
利
義
持
が
冗
服

の
前
に
着
用
し
た
柏
の
桐
唐
草
文
が
早
い
例
で
、
そ
れ
は
義
満
が
抱
に
桐
竹
文
を
川
い
た
詞
二
年
正
月
七
日
の
太
政
大
臣
拝
賀
の
直
前
で
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は
桐
紋
が
義
満
の
家
紋
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

家
紋
と
定
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
見
聞
諸
家
紋
』

で
は
源
義
家
を
清
和
源

あ
っ
た
。
義
満
が
桐
文
を
家
紋
に
確
定
し
た
の
は
応
永
元
年
末
頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
義
満
の
若
い
頃
の
場
合
、
応
安
元
年
(
-
三
六

八
）
四
月
一
日
に
十
一
歳
で
元
服
し
た
時
の
儀
式
で
は
、
打
乱
箱
の
文
様
は
菊
文
で
あ
り
、
櫛
三
つ
は
桐
葉
の
蒔
絵
で
あ
っ
た
が
（
『
鹿
苑

院
殿
御
元
服
記
』
）
、
永
享
元
年
(
-
四
二
九
）
三
月
九
日
に
足
利
義
教
が
一
二
十
六
歳
で
元
服
し
た
時
に
は
、
打
乱
箱
は
桐
紋
と
な
り
、
櫛

―
二
つ
も
桐
の
蒔
絵
で
あ
っ
た
。
（
『
晋
広
院
殿
御
元
服
記
』
）
。
義
満
の
元
服
時
に
は
菊
文
も
使
わ
れ
て
お
り
、
桐
文
は
家
紋
に
確
定
し
て
い

な
か
っ
た
と
い
え
る
。
お
そ
ら
く
義
満
は
応
永
元
年
末
頃
に
、
義
持
の
元
服
・
任
征
夷
大
将
軍
と
義
満
の
任
太
政
大
臣
を
契
機
に
棚
紋
を

義
満
が
桐
文
を
家
紋
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
権
力
を
得
た
義
満
が
、
犬
白
エ
・
上
皇
の
服
飾
に
用
い
ら
れ
て
い
た
桐

竹
文
か
ら
竹
を
取
り
除
い
た
桐
文
を
家
紋
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
引
用
し
た

氏
の
桐
紋
の
由
来
と
し
、
ま
た
清
和
源
氏
の
岩
松
氏
等
も
桐
紋
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
、
義
満
が
桐
紋
を
家
紋

と
し
た
後
に
源
義
家
の
逸
話
が
創
ら
れ
、
清
和
源
氏
の
家
紋
と
い
う
意
識
が
広
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

義
満
は
応
永
十
五
年
(
-
四

0
八）

五
月
六
日
に
五
十
一
歳
で
病
気
に
よ
り
急
死
し
、
同
月
十
日
に
等
持
院
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
。
こ

の
荼
毘
の
記
録
を
写
し
た
『
慈
照
院
殿
諒
闇
総
簿
』
に
、
荼
昆
で
は
桐
紋
の
金
襴
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
義
満
の

遺
骸
を
納
め
た
翁
に
つ
い
て
「
赤
青
地
金
襴
紋
桐
以
レ
之
張
レ
之
」
と
付
記
さ
れ
て
お
り
、
翁
に
は
赤
地
・
青
地
に
桐
紋
を
ほ
ど
こ
し
た
金

襴
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
喪
所
の
犬
蓋
は
「
赤
地
金
襴
紋
桐
」
で
あ
り
、
こ
れ
も
赤
地
に
桐
紋
の
金
襴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

し
か
し
、
こ
こ
で
一
っ
間
題
と
な
る
の
は
、
桐
紋
の
金
襴
で
あ
る
。
金
襴
は
前
述
し
た
よ
う
に
室
町
時
代
の
日
本
で
は
ま
だ
織
ら
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
桐
文
は
元
・
明
の
頃
の
中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
文
様
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
の
桐
（
キ
リ
）
と
中
国
の
梧

桐
（
ア
オ
ギ
リ
）
と
は
種
類
が
沢
な
り
、
葉
・
花
の
形
も
違
う
。
日
本
の
桐
紋
が
中
国
で
金
襴
の
文
様
と
し
て
織
ら
れ
る
こ
と
は
当
時
で



86 

2
 

称
光
犬
白
ど
の
元
服
の
加
冠
役
で
参
内
す
る

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
話
で
あ
る
。
こ
の
義
満
の
＂
余
昆
に
使
川
さ
れ
た
桐
紋
の
金
襴
が
、
本
刈
に
文
様
を
織
り
出
し
た
金
襴
で
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
は
疑
間
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
は
、
実
腔
に
は
布
地
に
金
箔
を
貼
り
付
け
た
り
金
泥
で
文
様
を
付
け
た
り
し
た
[
文
ご

で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
も
、
義
満
の
茶
昆
に
お
い
て
桐
紋
は
、
華
や
か
で
あ
っ
た
義
満
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
金

足
利
義
持
は
応
、
水
元
年
十
二
月
に
元
服
し
て
征
夷
大
将
軍
に
な
っ
た
が
、
実
権
は
父
義
満
が
握
っ
て
い
た
。
義
満
没
後
の
義
持
は
、
明

に
対
し
て
外
交
的
で
あ
っ
た
父
と
は
異
な
り
、
義
満
が
積
極
的
に
行
な
っ
た
日
明
勘
合
貿
易
を
、
永
楽
ぶ
巾
へ
の
父
の
死
の
報
告
と
、
父
へ

(66) 

の
誼
号
等
の
御
礼
の
た
め
に
遣
明
船
を
派
遺
し
た
後
は
続
け
な
か
っ
た
。
義
満
が
家
紋
と
し
た
桐
文
に
つ
い
て
は
、
義
持
が
元
服
し
た
時

の
柏
の
桐
唐
草
文
以
外
に
義
持
自
身
が
衣
服
に
桐
文
を
使
用
し
た
こ
と
は
確
品
で
き
な
い
い
し
か
し
、
義
持
の
室
町
第
で
桐
唐
草
文
を
用

い
た
こ
と
が
あ
る
。
同
卜
八
年
ト
一
月
一

1

十
八
日
に
義
持
が
任
内
大
臣
拝
賀
と
射
仁
視

T

時
に
、
武
家
伝
奏
の
広
橋
兼
宜
が
室
町
第
に
行
く
と
、
寝
殿
南
面
の
東
一
間
の
所
で
廂
簾
の
ド
か
ら
打
出
の
衣
と
し
て
彩
袖
と
唐
織
物
が

つ
ま
り
紅
地
に
桐
唐
草
文
が
あ
っ
た
（
『
兼
宜
公
品
』

[

H
条
）
。
打
出
の
衣
は
平
安
時
代

出
て
お
り
、
唐
織
物
は
「
地
紅
、
文
桐
店
州
」
、

か
ら
貴
族
社
会
で
ハ
レ
の
儀
式
の
時
に
寝
殿
を
装
飾
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
華
艇
な
女
房
装
束
の
袖
を
御
簾
の
下
か
ら
出
し

て
い
た
。
唐
織
物
は
、
「
唐
」
が
付
い
て
い
る
が

1
本
製
も
存
在
し
、
文
様
を
織
り
出
し
た
綾
の
浮
織
物
な
ど
を
指
し
て
お
り
、
武
家
で
は

将
軍
家
等
の
上
層
階
級
に
の
み
使
用
が
限
ら
れ
た
高
級
絹
織
物
で
あ
っ
た
。
義
持
は
任
内
大
臣
と
親

1

七
元
服
の
加
冠
役
の
時
に
、
制
唐
草

文
の
唐
織
物
を
室
町
第
の
打
出
の
衣
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
軍
足
利
家
の
権
威
を
ポ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

桐
唐
草
文
の
袈
裟
の
継
承

桐
唐
草
文
は
足
利
義
満
の
時
に
考
案
さ
れ
た
と
推
定
し
、
応
永
：
企
年
（
一

．．． 

九
六
）
に
は
義
満
の
法
体
装
束
の
香
袈
裟
に
文
様
と
し
て

色
に
彩
ら
れ
、
義
満
の
家
紋
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
ぃ
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図3 足利満詮画像 （顕山賛）（京都養徳院所蔵）

図4 足利義教画像 （東唆賛）（京都法観寺所蔵）

み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
桐
唐
草
文
の
袈
裟
は
、
義
満
の
同
母
の
弟
満
詮
と
、
義
満
の
子
で
義
持
弟
の
義
教
の
肖
像
画
に
も

足
利
満
詮
画
像
（
図

3
)
は
京
都
の
養
徳
院
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
顕
山
（
足
利
義
持
）
の
賛
に
は
寿
像
で
あ
る
こ
と
が
み
え
る
の
で
、

(69
)
 

満
詮
の
生
前
に
作
ら
れ
た
画
像
で
あ
る
。
満
詮
は
応
永
十
年
十
二
月
に
権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
間
も
な
く
出
家
し
、
同
二
十
五
年
五
月

(70
)
 

に
没
し
た
。
こ
の
画
像
の
制
作
年
代
の
上
限
に
つ
い
て
は
、
義
持
が
空
谷
明
応
（
同
十
四
年
没
）
に
「
顕
山
」
の
道
号
を
命
名
さ
れ
た
年

(71
)
 

が
不
明
確
で
あ
り
、
満
詮
が
出
家
し
た
時
を
上
限
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。

こ
の
満
詮
画
像
の
袈
裟
の
部
分
は
淡
朱
色
に
桐
文
が
描
か
れ
て
い
る
。
義
満
が
応
永
三
年
に
着
用
し
て
い
た
桐
唐
草
文
の
袈
裟
は
香
色

描
か
れ
て
い
る
。
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け
て
い
る
の

け
て
い
る
。

る。

い
て
い
る
。

べ
き
と
こ
ろ
を
、

（
一
四
四

0
)

の

か

て
い
る

の
も
の
で
、
上

っ
た
の
で
は
な
い
だ

い
う
わ
け
で
は
な
い

]
と
に
よ
り
、

入っ
しヽ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

っ
た
と

し‘

゜

い
だ
と
考
え
ら
れ

の
抱
裳
の
法
衣
と
、
同
色

の
桐
唐
草
文

そ

さ
ら
に
、

の

て
い
た
こ
と
も
こ
の
こ

れ
る
。

っ
た
。

っ

て

の
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桐
唐
草
文
の
金
襴
の
鎧
直
垂

『蔭

義
教
画
像
の
掛
絡
は
赤
地
に
桐
唐
草
文
の
文
様
が
あ
り
、
こ
の
桐
唐
草
文
は
満
詮
画
像
に
描
か
れ
て
い
る
香
袈
裟
の
桐
唐
草
文
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
形
で
あ
る
。
満
詮
か
ら
義
賢
に
伝
え
ら
れ
た
香
袈
裟
が
掛
絡
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
叶
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
掛
絡
の
地
色

は
香
色
に
し
て
は
赤
色
が
少
々
強
く
、
満
詮
画
像
の
桐
唐
草
文
の
香
袈
裟
と
同
じ
布
地
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
断
し
難
い
。
し
か
し
、
義

教
が
桐
唐
草
文
の
掛
絡
を
身
に
着
け
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
掛
絡
に
よ
っ
て
将
軍
足
利
家
の
威
光
を
示
そ
う
と
す
る
意

将
軍
足
利
家
の
桐
唐
草
文
の
服
飾
は
、
将
軍
足
利
義
尚
（
義
教
の
孫
、
義
政
の
子
）
が
長
享
元
年
(
-
四
八
七
）
年
九
月
十
一
一
日
に
六

角
高
頼
征
伐
の
た
め
に
出
陣
し
た
時
に
も
着
用
さ
れ
た
。
そ
の
義
尚
の
出
陣
の
姿
を
描
い
た
肖
像
画
（
図
5
)
が
地
蔵
院
（
愛
知
県
名
古

屋
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
名
古
屋
市
池
物
館
寄
託
）
、
地
蔵
院
の
所
蔵
の
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
義
尚
が
延
徳
元
年
(
-
四

八
九
）
に
近
江
国
の
出
陣
先
で
病
没
し
て
ま
も
な
く
、
母
日
野
富
子
の
要
望
に
よ
り
狩
野
正
信
が
義
尚
の
肖
像
画
を
描
い
た
こ
と
が

涼
軒
日
録
』
に
み
え
、
そ
の
画
像
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

義
尚
が
長
享
元
年
九
月
十
一
一
日
に
出
陣
し
た
時
の
装
束
は
、
『
鹿
苑
日
録
』
同
日
条
に
「
大
将
軍
頭
戴
二
長
烏
帽
子
＼
額
纏
白
絹
子
、

公
方
様
御
陣
立
、

被
金
襴
袖
細
一
紋
桐
、
負
レ
矢
、
脇
太
刀
、
握
レ
弓
、
騎
河
原
毛
馬
」
と
あ
り
、
画
像
に
は
ま
さ
に
そ
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
5
)
。

他
の
諸
日
記
に
も
義
尚
の
装
束
が
金
襴
で
あ
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
大
沢
久
守
は
『
山
料
家
礼
記
』
同
二
年
て
月
一
．
十
一
ご
日
条
に
「
今
度

息

（

鈎

直

畢

）

（

亦

地

）

（

金

襴

）

ョ
ロ
イ
ピ
タ
、
レ
、
ア
カ
チ
ノ
キ
ン
ラ
ン
心
ヘ
カ
タ
シ
、
ニ
シ
キ
ニ
テ
子
細
候
」
と
記
し
て
お
り
、
武
家
故
実
に
関
心

の
強
か
っ
た
久
守
は
、
義
尚
の
鈍
直
垂
が
錦
で
は
な
く
金
襴
で
あ
っ
た
こ
と
に
違
和
感
を
党
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
慣
例
で
は
大
将
の

鎧
直
乖
は
赤
地
の
錦
で
あ
っ
た
。

3
 

図
が
制
作
者
側
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
画
像
の
金
襴
の
鎧
直
畢
は
桐
唐
草
文
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
室
町
時
代
に
は
ま
だ
金
襴
が
織
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
桐
唐

箪
文
は
中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
文
様
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
中
国
は
海
禁
政
策
に
よ
り
私
的
な
貿
易
を
禁
止
し
て
い
た
が
、

日
明

勘
合
貿
易
は
義
持
の
後
に
再
開
さ
れ
て
将
軍
足
利
義
教
・
義
政
・
義
尚
の
時
に
遣
明
船
が
派
遣
さ
れ
た
。
幕
府
が
遣
明
船
派
逍
の
時
に
桐

唐
草
文
様
の
金
襴
を
明
で
特
注
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

1
で
は
朝
貞
使
が
来
朝
し
た
際
に
民
間
の
織
物
業
者
に
特
注
す
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
憲
宗
の
成
化
七
年
(
-
四
七
一
）

三
月
に
来
朝
し
た
坑
球
日
使
が
織
金
（
金
襴
）
の
羅
衣
を
織
物
業
者
に
作

ら
せ
た
と
こ
ろ
、
関
係
者
は
近
衛
軍
の
錦
衣
衛
校
尉
に
捕
ら
え
ら
れ
、
国
使
も
審
間
さ
れ
た
し
義
尚
の
金
襴
が
明
で
織
ら
れ
た
可
能
性
は

少
な
い
。
そ
う
と
な
れ
ば
義
満
の
荼
昆
の
金
襴
と
団
様
に
、
こ
の
義
尚
の
金
襴
も
実
際
に
は
「
印
金
」
で
あ
っ
た
＾
nj
能
性
が
あ
る
。
延
徳

図5 騎馬武者画像（愛知地蔵院所蔵）の部分模写図

（筆者画）
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草
文
の
金
襴
は
ま
さ
に
義
満
の
政
治
権
力
•
財
力
を
象
徴
し
て
い
た
。

元
年
四
月
九

H
に
等
持
院
で
行
わ
れ
た
義
尚
の
荼
昆
で
は
、
義
尚
の
｛
籠
に
は
桐
文
で
は
な
く
小
麿
草
化
文
の
金
襴
が
張
ら
れ
て
お
り
、
桐

唐
草
文
の
金
襴
は
見
喝
た
ら
な
か
っ
た
。

義
尚
が
六
角
氏
征
伐
に
出
陣
し
た
時
の
様
子
は
、
先
に
引
用
し
た

再
定
天
下
、
安
万
民
之
者
、
在
レ
斯
哉
々
々
々
、
喜
而
従
者
、
勇
而
跳
者
、
遮
レ
路
呼
喚
、
真
征
束
大
将
軍
也
」
と
あ
り
、
金
襴
の
鎧

直
乖
姿
の
義
尚
を
見
た
群
衆
は
感
激
し
て
喜
び
、
こ
れ
こ
そ
真
の
征
夷
大
将
軍
と
群
衆
に
思
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
金
襴
に
み

え
た
桐
唐
草
文
の
鈎
直
乖
が
群
衆
に
与
え
た
威
力
は
大
き
か
っ
た
。

『
漉
苑
日
録
』
長
享
元
年
九
月
|
-
―
日
条
に
「
路
人
観
者
皆
合
掌
、

将
軍
足
利
家
の
二
引
両
と
桐
紋
の
家
紋
は
、
旗
に
は
二
引
両
を
使
用
し
、
桐
紋
は
副
次
的
な
家
紋
と
し
て
服
飾
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。

二
引
両
は
南
北
朝
時
代
か
ら
足
利
家
の
家
紋
と
し
て
文
戦
に
み
え
る
が
、
竹
を
伴
わ
な
い
畢
独
の
文
様
の
桐
文
は
古
代
で
は
み
ら
れ
ず
、

足
利
義
満
が
応
永
元
年
(
-
三
九
四
）
末
の
任
太
政
大
臣
の
頃
を
契
機
に
家
紋
と
し
て
桐
文
を
衣
服
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
す

る
。
同
一
一
年
の
太
政
大
臣
拝
賀
で
桐
竹
文
の
抱
を
着
た
義
満
は
、
出
家
後
の
同
九
年
に
上
皇
の
桐
竹
文
の
赤
色
抱
と
同
様
の
法
服
を
ま
と

い
、
不
在
の
院
政
の
上
皇
に
代
わ
る
事
実
卜
の
為
政
者
と
し
て
明
使
に
対
面
し
た
。
桐
竹
文
は
聖

E
の
象
徴
で
あ
り
、
義
満
は
天
皇
・
上

息
が
衣
服
に
使
用
し
て
い
た
桐
竹
文
か
ら
竹
を
除
い
た
桐
文
を
家
紋
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
応
永
元
年
に
元
服
し
た
時
の
義
持
の
柏

や
、
義
満
の
法
休
装
束
の
香
袈
裟
は
桐
唐
章
文
で
、
桐
唐
草
文
も
義
満
の
意
向
に
よ
り
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鹿
苑
寺
所
蔵
の
義
満
画

像
に
み
え
る
袈
裟
・
横
被
は
、
室
町
時
代
の
日
本
で
は
ま
だ
織
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
高
級
絹
織
物
の
金
襴
で
あ
り
、
中
国
舶
来
の
牡
丹
唐

＞

お

わ

り

に
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そ
し
て
義
満
の
没
後
に
桐
唐
草
文
は
、
将
軍
義
持
が
任
内
大
臣
の
時
に
打
出
の
衣
の
唐
織
物
の
文
様
に
用
い
た
。
ま
た
、
義
満
の
桐
唐

草
文
の
香
袈
裟
と
考
え
ら
れ
る
袈
裟
が
弟
満
詮
の
画
像
に
み
え
、
さ
ら
に
は
そ
の
子
義
賢
へ
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
義
教
の
両
像
に
も
桐

唐
草
文
の
掛
絡
が
み
え
る
。
義
満
の
桐
唐
草
文
の
袈
裟
は
義
満
の
遺
志
を
継
承
す
る
伝
法
衣
の
ご
と
く
一
族
に
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
義

満
の
曾
孫
の
義
尚
は
画
像
に
も
描
か
れ
た
よ
う
に
、
六
角
氏
征
伐
に
出
陣
し
た
時
に
桐
唐
草
文
の
金
襴
の
鐙
直
乖
を
着
用
し
、
こ
の
姿
を

見
た
群
衆
を
感
激
さ
せ
た
が
、
こ
の
金
襴
は
実
際
に
は
「
印
金
」
で
あ
っ
た
川
能
性
も
あ
る
。

義
尚
の
後
は
、
桐
唐
章
文
も
金
襴
も
将
軍
足
利
家
の
月
像
圃
の
衣
服
に
は
見
え
ず
、
戦
国
時
代
に
室
町
幕
府
と
将
軍
家
は
弱
体
化
し
て

如
3
)

い
く
。
将
軍
足
利
家
の
桐
膚
草
文
と
金
襴
は
、
足
利
義
満
の
政
治
権
力
•
財
力
と
権
威
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
義
満
の
死
後
は
袈

裟
の
相
伝
の
他
に
こ
れ
ら
の
積
極
的
な
活
用
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
義
尚
に
よ
り
桐
唐
草
文
の
金
襴
の
鐙
直
卓
姿
を
群
衆
に
見

せ
る
と
い
う
形
で
復
活
し
、
将
軍
足
利
家
の
権
威
を
示
す
最
後
の
閃
光
を
放
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註(
1
)
公
家
・
武
家
の
服
飾
に
つ
い
て
は
、
河
上
繁
樹
言
日
本
の
美
術
339
公
家
の
服
飾
』
（
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
）
、
丸
山
伸
彦
『
日
本
の
美
術
340

武
家
の
服
飾
』
（
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
）
、
鈴
木
敬
―
―
-
『
有
識
故
実
図
典
ー
服
装
と
故
実
ー
』
（
古
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
、
近
藤
好
和
『
装

束
の
日
本
史
』
（
平
凡
社
新
書
、
平
凡
社
、
二

o
o
t年
）
、
拙
稿
「
『
山
科
家
礼
記
』
に
み
え
る
天
皇
・
公
家
の
服
飾
」
（
『
国
際
服
飾
学
会
誌
』
四

三
、
二

0
一
三
年
）
、
山
岸
裕
芙
子
『
中
世
武
家
服
飾
変
遷
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
―

1
0
一
八
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
服
飾
史
の
通
史
と
し
て
は
、
日

野
西
資
孝
編
『
日
本
の
美
術
26
服
飾
』
（
至
文
堂
、
一
九
六
八
年
）
、
谷
川
閲
次
・
小
池
二
枝
『
日
本
服
飾
史
』
（
光
生
館
、
一
九
八
九
年
）
、
翡
田

倭
男
『
服
装
の
歴
史
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）
、
増
田
美
子
編
『
日
本
衣
服
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二

0
1
0
年
）
、
同
紺
『
H
本
服
飾
史
』

（
東
京
堂
出
版
、
―

1
0

I

―
―
一
年
）
等
が
あ
り
、
事
典
に
は
河
鰭
実
英
編
『
日
本
服
飾
史
辞
典
』
（
東
扇
堂
出
版
、
一
九
六
九
年
）
、
鈴
木
敬
一
二
編
『
有

識
故
実
大
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
等
が
あ
る
。
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(
2
)

『
平
家
物
語
』
巻
一
「
吾
身
栄
花
」
に
は
平
清
盛
の
じ
珍
ガ
宝
の
一
っ
と
し
て
蜀
江
錦
が
み
え
、
蜀
江
錦
は
富
の
象
徴
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「
中

枇
の
錦
の
鉛
直
垂
に
つ
い
て
ー
古
文
書
・
記
録
等
か
ら
の
考
察
ー
」
、
面
服
飾
美
学
』
六
三
‘
―

-
0
一
七
年
）
。
ま
た
、
拙
稿
「
中
世
の
即
位
式
に
お

け
る
天
皇
・
公
家
・
女
官
の
礼
服
ー
中
国
王
朝
の
晃
服
と
関
連
し
て
ー
」
（
『
国
際
服
飾
学
会
誌
』
四
六
、
―

-
0
一
四
年
）
で
は
、
古
代

1
近
世
に

天
白
主
が
即
位
式
で
中
国
皇
帝
の
菟
服
を
模
し
た
赤
い
礼
服
を
繰
り
返
し
着
用
し
た
こ
と
が
、
中
国
皇
帝
の
権
威
に
あ
や
か
り
天
皇
権
威
の
維
持
・

高
揚
に
効
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

(
3
)

日
本
の
中
世
末
期
に
お
け
る
木
綿
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
永
原
慶
二
『
苧
麻
・
絹
・
木
綿
の
社
会
史
』
（
古
川
弘
文
館
、
二

0
0
四
年
）
に
詳

(
4
)
中
世
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
衣
料
の
交
易
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
〗
（
刀
江
書
院
、
一
九
四
一
年
）
、
伊

藤
智
夫
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
6
8
,
I
絹
ー
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
二
年
）
、
佐
々
木
銀
弥
『
日
本
中
世
の
流
通
と
対
外
関
係
』
（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
、
田
中
健
夫
（
村
井
章
介
編
）
『
増
補
倭
寇
と
勘
合
貿
易
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
筑
摩
書
房
‘
―

-
O
―
二
年
）
等
に
み

え
、
村
井
章
介
編
集
代
表
『
日
明
関
係
史
研
究
人
門
ー
ア
シ
ア
の
な
か
の
遣
明
船
』
（
勉
誠
出
版
、
二

0
一
五
年
）
も
参
考
に
な
る
。

(
5
)

中
但
の
肖
像
画
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
は
、
白
畑
よ
し
編
『
日
本
の
美
術
8
肖
像
画
』
（
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
）
、
宮
島
新
一
『
肖
像
画
』

（
日
本
歴
史
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
、
同
『
肖
像
両
の
視
線
ー
源
頻
朝
像
か
ら
浮
世
絵
ま
で
ー
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
、
田

沢
裕
賀
『
日
本
の
美
術

384
女
性
の
肖
像
』
（
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
、
宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術

385
武
家
の
肖
像
』
（
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
、

村
重
寧
『
日
本
の
美
術
387
大
皇
と
公
家
の
肖
像
』
（
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
、
梶
谷
亮
治
『
日
本
の
美
術
388
僧
侶
の
肖
像
』
（
至
文
堂
、
一
九
九

八
年
）
、
黒
田
日
出
男
編
『
肖
像
画
を
読
む
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）
、
黒
田
智
『
中
世
肖
像
の
文
化
史
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二

0
0
七
年
）
等

が
あ
る
。
な
お
、
宮
島
新
一
『
肖
像
両
の
視
線
ー
源
頼
朝
像
か
ら
浮
世
絵
ま
で
ー
』
（
前
掲
）
第
二
章
「
戦
う
姿
、
儀
礼
の
装
い
」
は
服
飾
に
着
目

し
た
論
考
で
あ
る
。

（6
)

―
-
木
謙
一
「
着
衣
で
読
み
解
く
肖
像
画
の
世
界
」
（
―
-
木
謙
一
・
須
藤
茂
樹
『
戦
国
武
将
の
肖
像
画
』
、
新
人
物
往
来
社
、
一

1
0
1
―
年
）
。

(
7
)

赤
松
俊
秀
「
足
利
氏
の
肖
像
に
就
い
て
」
（
『
美
術
研
究
』
一
斤
二
、
一
九
四
九
年
）
。

(
8
)

『
群
書
類
従
』
第
二
十
三
輯
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
訂
正
一
二
版
）
。
以
卜
、
史
料
の
止
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
史
料
文
の
句
切
り
に
は
読

点
を
用
い
た
。
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（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

(
9
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紺
『
大
日
本
占
晶
録
砦
山

H
録
上
』
（
い
石
波
韮
Fl

店
、
二

0
-
．．
 

一年）。

(10)

沼
旧
頼
輔
『
日
本
紋
卒
学
』
（
新
人
物
往
来
社
、
第
四
刷
一
九
し
九
年
）
：
こ
」
ハ
三
百
勺

(11)

新
井
孝
重
「
興
良
・
常
陸
親
王
考
」
（
同
『
日
本
中
世
合
戦
史
の
研
究
』
、
東
成
堂
出
版
、
―

:o
一
四
年
）
、
同
『
護
良
親

t
』

日
本
評
伝
選
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
―

1
0
一
六
年
）
一
．
六
六
ー
ニ
し
し
貞
。

(12)

『
群
書
類
従
』
第
二
十
六
輯
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
．
ll
．止
．．． 

版）
U

(13)

猪
熊
兼
樹
『
日
本
の
美
術

509
有
職
文
様
』
（
奎
文
常
‘
―

1
0
0
八
年
）
打
九
頁
。

(14)

沼
田
前
掲
註

(10)
著
―
―
六
-
_
＿
貞
で
指
摘
し
て
い
る
。

(15)

『
史
料
纂
集
山
科
家
礼
晶
』
第
五
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九

L-
―1

年）。

(16)

拙
稿
「
中
冊
の
御
旗
ー
錦
御
旗
と
武
家
御
旗
ー
」
（
拙
著
『
中
世
の
武
家
と
公
家
の
「
家
」
』
、
古
川
弘
文
館
、
二

0
0
七
年
）
。

(17)

『
後
法
興
院
記
』
延
徳
三
年
八
月
一
一
十
七
日
条
。

(18)

奥
野
高
広
「
錦
御
旗
ー
中
世
の
大
臭
制
ー
」
（
「
日
本
歴
史
』
．
一
し
九
、
一
九
し
一
年
）
、
拙
稿
前
掲
‘
証

(16)
論
文
，

(19)

牧
田
諦
亮
組
著
『
策
彦
入
明
止
の
研
究
（
上
）
」
（
法
蔵
館
、
一
九
五
五
年
）
三
五
一
ー
頁
c-

(20)

小
泉
宜
右
「
『
見
聞
渚
家
紋
』
に
つ
い
て
」
（
岩
橋
小
禰
太
悔
士
頌
寿
記
念
会
絹
『
日
本
史
藉
論
集
（
卜
巻
）
』
、
古
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
。

(21)

『
群
書
類
従
』
第
ニ
ト
ニ
輯
（
訂

(
8
)
）。

(22)

『
吾
杖
鏡
』
文
治
五
年
七
月
二
十
六
日
条
、
「
篠
村
八
幡
宮
文
書
」
几
弘
．．． 
年
四
月
一
~
ト
九
日
足
利
高
氏
頼
文
、
拙
稿
前
掲
註

(
1
6
)論
文
ぃ

(23)

『
戦
国
人
名
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
六
年
）
一

．．． 

Ii
頁。

(24)

宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術
385
武
家
の
月
像
』
（
壮

(
5
)
）
-
．
じ
頁

(
2
5
)宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術
3
8
5
武
家
の
肖
像
』
（
註

(
5
)）
五
0
•

五
一
貞
。

(26)

桑
田
忠
親
『
斎
藤
道
：
こ
』
（
溝
談
社
文
庫
、
講
談
社
、
一
九
八
一
．
一
年
）
―
-
八
頁
ぃ

(27)

沼
田
前
掲
註

(10)
著―-．

0
五
頁
、
宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術

385
武
家
の
月
像
』

(
n
l
(
5
)
)
五
一
頁
（

(28)

犬
野
忠
幸
「
：
・
-
好
政
権
と
足
利
幕
府
の
対
立
を
ど
う
評
価
す
る
か
」
（
今
谷
明
・
犬
野
忠
幸
編
『
三
好
長
慶
』
、
宮
幣
出
版
社
、
―

1
0

I

一こ年）
C-

(29)

須
藤
茂
樹
一
戦
国
武
将
の
肖
像
画
」
の
「
蜂
須
賀
正
勝
」
（

1

.

木
嫌
一
・
須
藤
＂
戊
樹
『
戦
国
武
将
の
肖
像
圃
』
（
註

(
6
)
）。
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（
至
文
心
呈
、

一
九
八
四
年
）
じ
一
貞
。

(30)

猪
熊
兼
樹
『
日
本
の
美
術
509
有
職
文
様
』
（
註
（

13)
）：―-几

1
四
一
貞
。
な
お
鎌
倉
時
代
に
は
桐
竹
鳳
凰
文
に
麒
麟
が
加
わ
っ
て
い
た
。

(31)

臼
井
杭
義
『
（
人
物
叢
内
新
装
版
）
足
利
義
満
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
、
厭
田
正
俊
「
相
国
寺
の
創
建
と
足
利
義
満
の
仏
事
法
会
」

（
桃
崎
有
一
郎
・
山
田
邦
和
編
『
平
安
京
・
京
都
研
究
叢
内
4
宅
町
政
権
の
首
府
構
想
と
京
都
ー
室
町
・
北
山
・
束
山
』
、
文
理
閣
‘
―

1
0
一
六
年
）
。

(32)

赤
松
前
掲
註

(
7
)
論
文
、
宮
島
新
一
『
肖
像
画
』
（
註

(
5
)
)
＾
．
四
二
頁
、
東
以
日
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
開
社

編
『
足
利
義
満
六
百
年
御
忌
記
念
「
京
都
五
山
禅
の
文
化
」
展
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
―

1
0
0
じ
年
）
等
で
解
況
し
て
い
る
。

(
3
3
)束
扇
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編

(
f
i
t
(
3
2
)

）
一
五
じ

•
-
1二
九
自
ハ
。

(31)

宮
島
新
一
『

H
本
の

L
術
247
じ
佐
光
侶
と
士
佐
派
の
系
譜
』
（
至
文
常
、
一
九
八
六
）
一
九
貞
、
古
向
岸
輝
『
室
町
王
権
と
絵
圃
ー
初
期
土
佐
派

研
究
ー
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
—
1
0
0
四
年
）
第
九
章
「
上
佐
行
広
と
土
佐
派
と
の
展
開
」
。

(35)

河
卜
繁
樹
「
服
飾
か
ら
見
た
足
利
義
満
の
冊
封
に
関
す
る
小
論
」
（
関
西
学
院
大
学
『
人
文
論
究
』
＇
ハ
ニ
ー
四
‘
―

1
0
一
三
年
）
を
参
照
。

(36)

赤
松
前
掲
註

(
7
)
論
文
。

(37)

沼
田
前
掲
壮

(10)
著
一
三
五
八
頁
、
中
川
重
年
『
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ガ
イ
ド
[1

日
本
の
樹
木
・
上
』
（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
二
五
頁
、
伺

『
フ
ィ
ー
ル
ド
・
カ
イ
ド

8
日
本
の
樹
木
・
下
』
（
小
学
館
、
一
九
九
―
一
年
）
六
八
頁
。

(38)

東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
(
、
III(32)
）
一
五
八
・
三
―

1
0
頁。）

(39)

赤
松
前
掲
註

(
7
)
論
文
。

(40)

河
上
前
掲
註

(35)
論
文
を
参
照
。

(41)

東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
（
註

(32)
）
一
五
八
・
―
―

;
-
0
頁。

(42)

『
群
書
類
従
』
第
八
輯
（
続
群
暑
類
従
完
成
会
、
口
正
一
一
．
版
）

C

な
お
『
法
体
装
束
抄
』
に
つ
い
て
は
、
近
藤
好
和
「
『
法
休
装
束
抄
』
に
み
る

法
休
装
束
」
（
『
立
命
館
文
学
」
六
二
四
‘
―

1
0
1
:
・
年
）
で
内
容
を
紹
介
・
分
析
し
て
い
る
。

(43)

『
群
書
類
従
』
第
八
輯
（
註

(42)
）。

(44)

『
群
書
類
従
』
第
八
輯
（
註

(42)
）。

(45)

『
鹿
苑
日
録
」
一
・
-
（
太
洋
社
、
一
九
三
五
年
）
。

(46)

小
笠
原
小
枝
『
日
本
の
美
術
220
金
欄
（
き
ん
ら
ん
）
』
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『
中
国
絲
綱
通
史
』

（
麻
州
人
学
出
版
社

一
九
九
六
年
）
、
趙
豊
『
中

〔
蘇
州
〕
‘
―

1
0
0
五
年
）

（
全
文
堂
、

-
―
八
じ
・
-
―

-ii-
―

(47)

小
笠
原
前
掲
荘

(46)
ニ
ニ
ー
ニ
七
頁
、
趙
豊
主
編

頁。
(48)

園
學
院
大
學
神
道
資
料
展
示
室
編
『
高
倉
家
調
進
控
装
束
織
文
集
成
』
（
國
學
院
大
學
、
一
九
八
三
年
）
序
説
（
鈴
木
敬
三
）
、
『
衣
紋
道
高
倉

家
秘
蔵
展
』
（
財
団
法
人
多
摩
市
文
化
振
興
財
団
、
一
九
八
じ
年
）
、
拙
＂
者

□
中
枇
公
家
の
経
済
と
文
化
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
二
六
一

頁
、
池
田
美
千
子
「
衣
紋
に
み
る
高
倉
家
ー
大
炊
御
門
家
か
ら
高
倉
家
へ
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
―
―
ー
ニ
‘
―

1
0
0
1
―年）。

(49)

河

t
前
掲
註

(35)
論
文
。

(50)

河
上
前
掲
註

(35)
論
文
、
鈴
木
敬
一

1

・
編
『
有
識
故
実
大
辞
典
』
（
註

(
l
)
）

1

!

1

四
二
頁
。

(51)

森
茂
暁
『
南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』
（
文
献
出
版
、
一
九
八
四
年
）
一
一
．
一
―
―
ー
：
．．
 

一
八
頁
、
拙
稿
「
将
軍
足
利
義
満
と
公
家
衆
」
（
『
日

本
史
研
究
』
五
七
三
、
―

-
0
1
0
年）。

(52)

沼
田
前
掲
註

(10)
著
一
一
．
五
八
頁
、
荒
川
浩
和
「
桐
文
考
」
（
第
一
一
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
編
『

H
本
の
文
様
12

桐
』
、
小
学
館
、
一
几
八
八
年
）
。

(53)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
一
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
．
一
し
年
、
覆
刻
一
九
八
四
年
）
九
二
八
頁
。

(54)

荒
川
箭
掲
註

(52)
論
文
。

(55)

荒
川
前
掲
壮

(52)
論
文
。

(56)

猪
熊
兼
樹
『

H
本
の
美
術

509
有
職
文
様
』
（
註

(13)
）
九

0
白ハ
c

(57)

孫
晨
陽
・
張
珂
編
著
『
中
国
古
代
服
飾
辞
典
』
（
中
華
書
局
〔
北
京
〕
、
―

1
0

I

六
年
）
じ
一

0
頁
「
金
襴
」
の
項
参
照
。

(58)

西
村
兵
部
『
日
本
の
美
術

90
名
物
裂
』
（
至
文
堂
、
一
九
し
二
年
）
ニ
―

r11
ハ。

(
5
9
)趙
豊
『
中
国
絲
網
芸
術
史
』
（
文
物
出
版
社
〔
北
京
〕
、
—
．0
0

五
年
）
一
じ
九
頁

L
)

な
お
浙
江
工
商
大
学
東
ガ
語
言
文
化
学
院
副
教
授
久
保

輝
幸
氏
の
御
教
ぷ
に
よ
れ
ば
、
牡
丹
は
富
裕
層
が
栽
培
し
、
ま
た
科
挙
の
試
験
に
も
関
係
し
た
こ
と
か
ら
、
富
と
出
枇
の
象
徴
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

(60)

小
笠
原
小
枝
「
（
特
別
寄
稿
）
染
織
品
に
み
る
蔓
草
文
様
」
（
山
本
忠
尚
『
日
本
の
美
術

358
唐＂早紋』

国
絲
網
芸
術
史
』
（
註

(59)
）
一
五
四
ー
一
八
三
頁
。

(61)

『
群
書
類
従
』
第
二
十
二
輯
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
訂
正
：
・
-
版
）
。
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(62)

『
群
書
類
従
』
第
二
十
二
輯
（
註

(61)
）。

(63)

相
国
寺
慈
照
院
所
蔵
（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
保
管
）
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
（
架
蔵
番
号
六
―
―
五
ー
八
九
）
―
-
八
ー
：
―
―

貞
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
七
編
之
十
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
、
覆
刻
一
九
八
四
年
）
九
＼
―
二
頁
に
所
載
さ

れ
て
い
る
が
、
天
蓋
の
あ
る
喪
所
の
図
が
一
八

0
度
逆
向
き
に
な
っ
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

(64)

日
本
で
い
う
示
印
金
」
は
中
国
で
は
、
金
箔
を
貼
り
付
け
た
貼
金
（
印
金
と
も
）
、
金
泥
で
押
し
た
泥
金
、
金
泥
で
描
い
た
描
金
、
に
分
け
ら

れ
、
前
漢
の
時
代
に
は
存
在
し
た
。
小
笠
原
前
掲
註

(46)
一
一
五
頁
、
詞
『
染
と
織
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
（
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
一
六
七
＼
一

七
0
頁。

(65)

伏
見
宮
貞
成
親
王
は
著
『
椿
築
記
』
に
、
義
満
が
没
し
て
世
の
中
は
火
が
消
え
た
よ
う
に
な
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。

(66)

「
明
実
録
」
永
楽
六
年
十
二
月
戊
子
条
、
同
八
年
四
月
甲
辰
条
（
日
本
史
料
集
成
編
纂
会
編
『
中
国
・
朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
集
成
明

実
録
之
部
口
』
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
。

(
6
7
)
[
史
料
纂
集
兼
宜
公
記
』
第
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
三
年
）
。

(68)

河
上
繁
樹
「
「
唐
織
物
」
の
受
容
と
変
様
」
（
関
西
学
院
大
学
『
人
文
論
究
』
五
ニ
ー
―
―
-
、
二

0
0
二
年
）
。

(69)

足
利
満
詮
像
の
図
版
解
説
（
熊
谷
官
夫
）
（
「
美
術
研
究
』
―
―

-
0
、
一
九
三
四
年
）
、
東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
聞

杜
絹
（
註

(32))

一
六
一
・
；
二
二
頁
。

(70)

足
利
満
詮
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
組
「
大
日
本
史
料
第
七
編
之
一
―
-
+
』
（
東
京
大
学
史
料
糾
纂
所
、
一

i
O
O
四
年
）
応
永
―
―

十
五
年
五
月
十
四
日
条
等
参
照
。

(71)

高
岸
輝
「
土
佐
行
広
と
土
佐
派
と
の
展
開
」
（
前
掲
註

(34)
）。

(72)

尚
学
図
書
編
『
色
の
手
帖
』
（
小
学
館
、
一
九
八
九
年
）
七
八
頁
、
福
田
邦
夫
『
す
ぐ
わ
か
る
日
本
の
伝
統
色
（
改
訂
版
）
』
（
東
京
美
術
、
ニ

0
一
四
年
）
五
一
頁
。

(73)

義
賢
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
第
八
編
之
二
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
一
五
年
、
覆
刻
一
九
八
五
年
）

応
仁
二
年
閏
十
月
＝
一
日
条
、
声
誓
烏
廉
「
室
町
前
期
に
お
け
る
足
利
満
詮
流
の
政
治
的
地
位
」
（
『
日
本
歴
史
』
八
二
七
、
二

0
一
七
年
）
等
参
照
。

(74)

『
続
群
書
類
従
・
補
遺
一
満
済
准
后
日
記
（
上
）
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
訂
正
三
版
）
。
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一
九
六
五
年
）
、
京
都
国
立
博
物
館
糧
・
刊
『
（
文
化
財
保
護
法
60
年
心
念
巾
党
特
別

(75)

袈
裟
に
つ
い
て
は
、
井
筒
雅
風
『
袈
裟
史
』
（
文
化
時
報
杜
、

展
覧
会
）
高
僧
と
袈
裟
』

(
1
1
0
1
0
年
）
等
参
照
。

(76)

山
川
燒
「
こ
ろ
も
が
秘
め
る
ふ
た
つ
の
歴
史
」
（
東
都
国
立
博
物
館
絹
・
刊
『
（
文
化
財
保
護
法
60
年
記
念
事
業
特
別
展
覧
会
）
高
僧
と
袈
裟
』
〔
註

(75)
〕
）
、
同
「
日
本
禅
宗
に
お
け
る
袈
裟
ー
東
福
寺
伝
法
衣
を
一
例
と
し
て
ー
」
（
京
都
国
立
博
物
館
『
学
叢
』
一
こ
し
ハ
、
二

0
一
四
年
）
、
原
田
正

俊
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
お
け
る
夢
窓
派
の
伝
法
観
と
袈
裟
．
頂
相
」
（
同
編
著
『
日
本
占
代
中
批
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』
関
西
大
学
出
版
部
、

=
-
0
一
四
年
）
。

(77)

東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
陣
物
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
（
註

(32)
）
一
六
四
・
_
-
―
―
―

9

ご
貞
に
画
像
・
解
説
。

(78)

井
筒
前
掲
註

(75)
著
一
七
一
頁
。

(79)

『
蔭
涼
軒
日
録
』
延
徳
元
年
（
長
享
二
年
）
四
月
十
八
日
、
五
月
四

H
、
同
一
ー
一
年
四
月
八
日
条
。

(80)

こ
の
騎
馬
武
者
画
像
に
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
「
狩
野
正
侶
の
足
利
義
尚
出
陣
影
に
就
い
て
」
（
『
画
説
』
六
五
、
一
九
四
二
年
）
、
山
岡
泰
三

『
日
本
美
術
絵
画
全
集
第
七
巻
狩
野
正
信
／
元
倍
』
（
集
英
社
、
一
九
し
八
年
）
「
作
品
鮒
説
」
（
山
岡
泰
―
―
-
）
、
並
木
誠
士
「
狩
野
正

10
の
肖
像
両

制
作
に
つ
い
て
ー
地
蔵
院
蔵
騎
馬
武
者
像
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
以
都
芸
術
短
期
大
学
研
究
紀
要
瓜
生
』
一
三
、
一
九
九
一
年
）
、
池
美
玲
「
地
蔵

院
本
伝
足
利
義
尚
像
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
』
一
.
じ
]
‘
―

1
0
0
九
年
）
等
が
あ
り
、
画
像
の
服
飾
自
体
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
筆
者
は
こ
の
画
像
の
服
飾
に
関
し
て
、
二

0
一
六
年
十
二
月
九
日
に
中
国
杭
州
の
浙
江

r

商
大
学
東
亜
研
究
院
で
行
な
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
ー
両
像
を
中
心
に
」
（
早
稲
田
大
学
日
本
宗
教
文
化
研
究
所
・

浙
江
工
廂
大
学
東
亜
研
究
院
・
蔚
山
大
学
校
日
本
語
日
本
文
化
学
科
主
催
）
に
お
い
て
「
地
蔵
院
所
蔵
騎
馬
武
者
画
像
の
服
飾
と
中
国
絹
織
物
に

つ
い
て
」
を
報
告
し
た
。

(81)

『
鹿
苑
日
録
』
一
（
太
洋
社
、
一
九
一
ご
四
年
）
。

(82)

『
蔭
涼
軒

H
録
』
『
長
興
宿
禰
記
』
『
後
法
興
院
記
』
『
親
長
卿
記
』
『
十
輪
院
内
府
記
』
長
享
元
年
九
月
十
二
日
条
。

(83)

『
史
料
纂
集
山
科
家
礼
記
』
第
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
七
年
）
。

(84)

拙
稿
「
中
世
の
錦
の
鎧
直
垂
に
つ
い
て
ー
古
文
書
・
記
録
等
か
ら
の
考
察
ー
」
（
註

(
2
)
）。

(85)

範
金
民
『
衣
被
天
下
明
清
礼
南
絲
網
史
研
究
』
（
江
蘇
人
民
出
版
社
〔
南
京
〕
、
―

1
0

I

六
年
）
二
四
一
．

1
-
四
四
四
頁
。
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一
九
八
五
年
）
で
詳
述
。

(86)

「
明
実
録
」
成
化
七
年
二
月
戊
戌
条
（
日
本
史
料
集
成
編
纂
会
組
『
中
国

(66)
〕
）
、
範
金
民
前
掲
註

(85)
著
二
四
四
頁
参
照
。

(87)

『
蔭
涼
軒
日
録
』
延
徳
元
年
（
長
享
三
年
）
四
月
九
日
条
に
「
以
赤
地
金
襴
紋
小

jh"

＂
り
＇
花
張
レ
籠
、
紋
非
桐
葉
、
幡
同
前
」
と
あ
る
（
竹
内
理

三
編
『
増
補
続
史
料
大
成
第
二
十
三
巻
（
蔭
涼
軒
日
録
―
―
-
)
』
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
。

(88)

桐
紋
の
衣
服
は
、
義
尚
よ
り
後
の
足
利
家
の
肖
像
画
で
は
、
足
利
義
晴
画
像
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
）
の
肩
衣
と
、
足
利

義
輝
両
像
の
下
絵
（
同
所
蔵
）
の
直
畢
に
桐
紋
が
み
え
る
。
宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術

385
武
家
の
肖
像
』
（
註

(
5
)
)
-
―
―
一
頁
、
須
藤
茂
樹
「
戦

田
武
将
の
肖
像
画
」
の
「
足
利
義
輝
」
（
二
木
謙
一
・
須
藤
茂
樹
『
戦
国
武
将
の
肖
像
両
』
〔
註

(
6
)
〕）。

(89)

戦
国
時
代
の
室
町
幕
府
の
弱
体
化
に
つ
い
て
は
、
今
谷
明
『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、

朝
鮮
の
史
籍
に
お
け
る
日
本
史
料
躾
成

明
実
録
之
部

口
』
〔
註


